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研究成果の概要（和文）：ドロップアウトするeラーニング学習者は，「eラーニングの学習形態との不適合さ」
が主な原因のひとつとされ，コースの早期段階から学習内容の理解度が低いことがわかってきたが，そのための
決定的な対策はまだ見出せていないのが現状である．そこで本研究はeラーニング受講中の学習データを収集/分
析することで，eラーニングに適した受講中の思考行為を指導するモデルの開発を目的とし，実施した．

研究成果の概要（英文）：Dropout e-learning learners are considered to have "incompatibility with the
 learning form of e-learning" as one of the main causes, and it has been found that their 
understanding of the learning content is low from the early stages of the course. However, a 
decisive solution for this issue has not yet been found. Therefore, this study aims to develop a 
model that guides learners' cognitive behaviors during e-learning by collecting/analyzing learning 
data during e-learning participation.

研究分野： 学習支援システム

キーワード： eラーニング　自己学習能力　学習データ分析　思考ツール
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研究成果の学術的意義や社会的意義
eラーニングに適した思考を促す学習行為指導モデルは，優良な学習者が学習内容の理解を深めるための典型的
な振舞いを体現させる教示ルールである．それをeラーニングが不得意な学習者に適用することで，受動的な動
画視聴学習に対し能動的に取り組めるようになるため，eラーニングへの満足度の向上とドロップアウト率の低
下が期待される．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
e ラーニングの学習形態が求める考え方が身についていない学生は，e ラーニングコースをドロ
ップアウトする傾向が高い．本研究課題では e ラ ーニングで成果を挙げている優良な学習者の
受講中の思考行為を分析することで，e ラーニングに適した思考を促す学習行為指導モデルの開
発 を目的とする．e ラーニングに適した思考を促す学習行為指導モデルは，優良な学習者が学
習内容の理解を深めるための典型的な振舞いを体現 させる教示ルールである．それを e ラーニ
ングが不得意な学習者に適用することで，e ラーニングへの満足度とドロップアウト率の低下が
期待される． 
 
２．研究の目的 
 
ドロップアウトする e ラーニング学習者は，「e ラーニングの学習形態との不適合さ」が主な原
因のひとつとされ，コースの早期段階から学習内容の理解度が低いことがわかってきたが，その
ための決定的な対策はまだ見出せていないのが現状である．そこで本研究は e ラーニング受講
中の学習データを収集/分析することで，e ラーニングに適した受講中の思考行為を指導するモ
デルの開発を目的とし，実施する． 
 
３．研究の方法 
 
本研究課題は，eラーニング受講中の模範的な思考行為の指導モデルを開発し，それを組み入れ
た e ラーニング支援システムを構築することで提案手法の有効性を検証する．その過程で，
(a)e ラーニング受講中の学習者の振舞いデータが取得可能なインタフェースの開発，(b)e ラー
ニング受講中の学習者の「思考行為データ，学習履歴データ，学習成績データ」から模範的な思
考行為のための指導モデルの開発，および(c)e ラーニング受講中の模範的な思考行為指導モデ
ルが，eラーニングの内容理解度および満足度に有効であることの評価，について取り組む． 
 
４．研究成果 
 
本研究課題の主な成果は，以下の通りである． 
 
(1) eラーニング受講中の振舞いに基づいた学習者状況取得インタフェースとしてコンセプトマ

ップ作成を伴った動画視聴型インタフェースの開発を行った．コンセプトマップは複雑な概
念を提供するための効率的な方法であり，教育機関のなかで，学習者に学習内容の理解を促
進するために用いられたり，ペアディスカッションで理解や考え方を共有するための思考外
在化ツールとして用いられたりしてきた．開発してきたシステムでは講義動画を視聴しなが
ら，その講義内容のコンセプトマップの作成を支援するために，講義音声認識結果のテキス
トを分析することでコンセプトマップ部品を自動生成し提示する機能や，受講者の講義メモ
とその構造からコンセプトマップの部品を半自動生成する機能がそれぞれ開発された．さら
にコンセプトマップの視認性を保持しながら，作成し易くするための支援が実装された．被
験者実験を実施することで，開発システムの有用性を確認するとともに，実験で得られたコ
ンセプトマップから講義内容の理解に有効な受講中の学習者の思考行為に関するデータ取
得が可能であることを確認した． 

図 1: 動画視聴学習をしながらコンセプトマップ作成を支援する 
システムのインタフェース 



 
(2) 模範的な思考行為を体現するための穴埋め式コンセプトマップを用いた動画視聴型学習を

支援するシステムを実装し，評価を実施した．そのために，まずコンセプトマップのなかで
学習内容の要点で，周囲からその内容が推定できるラベルを抽出する手法を開発した．そし
て，それをコンセプトマップに適用することで，穴埋め問題式に動画視聴学習のなかで利用
可能にした．開発システムを利用することで，視聴学習しながら学習内容に重要なラベルを
周囲の関係から繰り返し，積極的に考えさせることで，熟考的かつ論理的な能動的学習を促
すことができる．評価では被験者 14 人に対し，完成されたコンセプトマップを提示した動
画視聴学習と比較することで，被験者実験により学習内容の理解度と対話性という観点から
有効性を検証した．そのために，コンセプトマップをそのまま提示するシステムに対し，学
習内容の理解度テストの結果とシステムの操作履歴によって比較された．その結果として，
動画視聴学習でもシステムを積極的に利用することが可能であり，動画視聴学習が不得手な
学習者に対し学習内容の理解に有効であることを確認した． 
 

 

図 2: 穴埋め式コンセプトマップを用いた動画視聴型学習を支援する 
システムのインタフェース 

 
 

さらに，開発されたシステムの実用性を高めるために、実際の環境での有用性と効果を調査
するためのフィールド実験を実施しました．開発されたシステムを大学の授業の 2 つのクラ
スに導入し、実験室での実験結果と比較することで，学習内容の理解度，システム操作，およ
び開発されたシステムの有用性を調査した．その結果は，開発されたシステムが実験室実験と
同様に，学習内容の理解を支援し，各機能の有用性を提供したことがわかった．その一方で，
フィールド実験の学生は，学習中のシステム操作から見て，実験室実験の学生よりも学習内容
を徹底的に理解しようとした学生が少なかったため，開発されたシステムの有用性を低く評
価された．その原因として，開発してきたシステムを実際の教育現場へ導入することで提案手
法の有効性と課題について検証した．これは，フィールド実験の学生の中で，学習中のシステ
ム操作から見て，学習内容を徹底的に理解しようとした学生が実験室実験の学生よりも少な
かったことを示唆した． 
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